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遊 び と 仕 事

沖
響夢曇
の西の・ナハ'か ら船で 1時間ほ

どの慶良間列島は世界のサンゴ礁の中でも魚

の種類の多さでは三本指に入ると言われてい

ます。初めてここの海をシュノーケルを使っ

てみせると50過ぎの人間が我を忘れて子供
のように遊びまくります。たいていの人は2
～3分水に顔をつけているだけでガパッと顔
をあげ、はじけるような高笑いをするのです。

未知の目を見張る情景がつぎつぎと五感を通

して伝わってくるのが大きな感動となって表

れるのでしょう。

都会を離れると

さまざまな遊びが

ある事に気付きま

す。群馬の山中、

上野村で魚のつか

み取りに参加させ

て頂いた時の事で

す。地元の人と都

本 木

会の人、子供から年寄りまで 300人 ほども
集まぅたでしょうか。川の支流をせき止めて

数百匹のマス、イワナ、ウナギなどが放され

ました。大喚声と共に方々で水しぶきが上り、

やがて静かになると、たくさん取った人とほ

とんどとれなかったグループにはっきり別れ

ているのに気付きました。

都会の人達とみられる親子づれなどはまず

にとんど服装がよごれていません。頑張った

人でもせいぜい一匹か二匹の獲物です。一方、

地元のお年寄りは頭からずぷ濡れで手元のパ

ケツははみ出さんばかりの魚ていっばいです。
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宿の向いの 70過ぎのおば―ちゃんは七匹取
ったと言っていましたが、浅い所に座り込ん

で足を開げてスカートの中に入ってくる魚を

夢中で追い回していました。地元の人達は子

供も大人も「 あ一面白かった」というような

顔つきでありました。ここの人達は大人が子

供のように遊ぶのが私には印象的でした。

沖縄の石垣島での常宿は・糸満'と呼ばれ
る漁師町の一角で日の前は舟寄せ場でありま

す。ここで小魚を釣っていた時のこと、小学
3年生位の男の子が 3人そばに来て興味深げ

河 原

に私の顔と釣糸を

見くらべているの

です。これが釣れ

ないのです。「君

やつてみる ?」 と

竿を手渡すと自分

で餌をっけ直し糸

を垂れたとたん

「 ビッ」と一匹釣り上げたのです。驚いて見

ていると30分ほどで、 50匹ほど釣りまし
た。他の 2人の男の子の話では、彼は海人に
なる事が決まっているそうで、海での遊びは

将来の仕事と直結 しているらしい。

余談ですが、慶良間の民宿「爺っちゃん」

は戦後船に機関銃をすえて台湾と本土の間で

密輸をした猛者で「一航海で家 3軒建つほど

荒稼ぎしたけど全部パーッと使ったよ、人生

遊び遊び」と言われた。今は海を守るため

「 ホテルは建てさせん」と先頭に立って頑張

つているはず、時々無性に会いたくなります。

―
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野 りllを 歩 い

4月 10日 (日 )、 「野川で遊ぶ

まちづくりの会」主催の「野川に春

の草花をたずねて」という観察会に

同行 し、国分寺駅から調布の深大寺

まで約 9Kmを 歩いてみた。
野川は、上流の方はコンクリー ト

溝を流れていて、とても川とは呼べ

なぃ状態であるのにまず驚く。訪ね

る前は下流より源流の付近こそ、植

物が豊富ではないかと想像したもの

だが、この期待は全く裏切られたの

である。

小金井新橋あたりで漸く)il辺た降

りることができた。 しかし、野′:lは

完全に入工的環境の中に置かれてい

る。両岸は護岸工事が施され、川辺

の土は平らに削られ、草も刈られて

いる形跡がある。このような人間臭

さのある所にば、雑草しか生えない。

山野に自生する山草・ 野草はほとん

ど生えない。つまり雑草とは、人間

がつくった田畑や造成地、空地やゴ

ミ捨て場、堤防や河川敷、高速道路

や鉄道の沿線といった人為環境にだ

け生える草を指してい.う。この雑草

の中には、もとからあぢだ宅来種の

ほかに、主として明治以降、外国か

ら渡来してすみついた帰化植物も含

林  春 樹

まれる。都会の中を流れる川の岸辺

は帰化植物の宝庫のひとつである。

そこでこの日は主として帰化植物

に注目してみた。開花中の帰化植物

を挙げると次のようなものである。

セイヨウタンポポ (ヨ ーロッパ原産、

キク科)、 ハルジオン (北米東部原

産、キク科)、 ヒメオ ドリコソウ

(ヨ ーロッパ・ 小アジア原産、シソ

科)tオ オイヌノフグリ、タチイヌ
ノフグリ (以上ヨーロッパ原産、ゴ

マノハグサ科)、 オランダガラシ

(ク レソン、ヨーロッパ原産、アプ

ラナ科)、 ハナダイコン (中国原産、

アプラナ科)。 日がたつと開花する

種類がもっと増えると思うが、予想

よりも帰化植物は少なかった。
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一方、在来種としては次のようなも

のが見られた。カントウタンポポ、

ハハコグサ、ハルノゲシ (以上キク

科)、 トキヮハゼ、ムラサキサギゴ

ケ (以上ゴマノハグサ科)、 カキオ

ドシ、ホ トケノザ (以上 シソ科)、

ヤエムグラ (ア カネ科)、 タチツポ

スミレ、フモ トスミレ (以上スミレ

科)、 カタバ ミ (カ タバ ミ科)、 カ

ラスノエンドウ、スズメノエンドウ

(以上マメ科)、 ヘビイチゴ (バラ

科)、 タネツケバナ、ナズナ (以上

アプラナ科)、 ムラサキケマン (ケ

シ科)、 ケキツネノボタン (キ ンポ

ウゲ科)、 イノモ トソウ (シダ植粉

、ホウライシダ (シダ植物、栽培さ

れていたものが逸出したものと思わ

れる)な どである。 同じ場所を季
節をかえて、夏や秋に見て歩くと、

春とは違う別な雑草が観察できる。

こうして継続観察 した結果から帰化

率を算出してみるのもひとつのまと

め方である。帰化率とは、ある地区

や地域に生育する植物 (ふつう、花

を咲かせ種子をつくる種子植物を指

す)の中で占める帰化植物の割合

(種類の百分率)をいう。この帰化

率は環境が開発・ 攪乱されている度

合を示すひとつの指標となり、帰化

率が高い場所ほど環境がこわされて

いるとみることができる。私が1991

年から翌年にかけて、多摩川の河原

で調べた数値を例にとると、京王線

聖蹟桜ケ丘駅付近では約 46%で あ
った。下流に下がる程、つまり都市

化が進んでいるところ程、帰化率は

高くなる。都区内の市街地や住宅地

では平均 して80%に 達するであろ
うという推定すらある。

ただし、私は雑草とか帰化植物を

目のかたきにしているわけではない。

むしろその逆で、例えば野川にも多

摩川にも、もっといろいろな雑草が

生えてほしいと思っている。彼等の

一種一種がかけ替えのない生物界の

一員である。雑草も生えないような

川にしてはならないのである。

今日一日、野川を歩いて感 じたこ

とは、川の水と土とをコンクリー ト

によって切り離してはならないので

はないかということである。土は水

と接することで生きられる。土が生

きて植物も生きられる。水と切り離

された土は死に、土が死ねば植物も

死ぬ。河川対策は、治水とともに治

土をも考慮する必要があると思う。

終りに、「野川で遊ぶまちづくり

の会」の尾辻さんはじめ、参加され

た方々の熱意が実りあるものになら

んことを祈ります。
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その朝、川国市から駆けつけて集合場所

には間に合わなかった。それでも最初の見

学は近 くだったので、すぐに追いつくこと

ができた。都立殿ケ谷戸公園のそのひっそ

りとした作まいと静けさは、将来の初老夫

婦の散歩にはうってつけであると思った。

それ程、整備された緑と自然の緑とが美 し

く混ざり合って、小じんまりとまとまって

いた。

それからしばらく車道に沿って歩いて、

ようやく着いたのは真姿の池。野川の源が、

cofr,tia6 z L*fil c
めて知った。この日で

確認できたのは、小さ

な神社の脇にある素朴

な湧水の流れであった。

周辺は、武蔵野の雰囲

気が充分にあった。鯉

のいる流れと水草を目

で楽 しみながら細い道

を辿ってゆくと、武蔵国分寺が日曜市で賑

わっていた。道すがら農家の野菜が売りに

出ていて新鮮だった。まるで買い物ツアー

に参加 している如く、ビニール袋がどんど

ん増え、持つ手がみるまに重くなった。や

っばり主婦は忙 しい。それでも負けじと万

葉植物園の草木を観賞 し、ちょうどお釈迦

様の生誕祭りをやっていたので、甘茶をい

ただき、小さな釈迦像にお水をかけてお参

りをした。ついでに見知らぬ方に写真を撮

ってもらい、送ってもらう約束まで果たし

た。その後、お鷹の道に入り、素人では見

つけにくいコースにやっばり参加してよか

ったと思った。それから長い長い住宅街の

道に入り、家々の庭本を楽 しみながら、子

供達だけがどんどん集団の最後尾にかたま

っていった。とうとうお昼迄にはくじら山

に辿り着けず、ちょっと手前の川べりでよ

うやくお弁当を広げた。子供達は水遊びで

疲れを療 した。小金井新橋より二枚橋まで

野草の説明を聞きながらの川辺の散歩は、

ゆったりととても楽しく、子供達も変身 し

たように元気いっばいだった。相変わらず

遅れるのは、今度は遊

びと観察とで忙 しいた

めだった。いつのまに

か野川公園を通り抜け、

湿性花園のワサビ田で

憩い、再び延々と周囲

の景色を眺めながら、

川に沿って歩き、大沢

橋のあたりになると両

足はただの歩く棒でした。子供達の `まだ?
' `ま だ ?'の合唱を聞きながら、ようや
く着いた `い こいの水辺'。 あたりは桜並

木と川辺に整備された彩りのよい花々。

「来年の花見は調布のおばあちゃんも誘っ

て家族揃って」、夕暮れせまる中、計画す

る私の眼前に拡がる川の景色の現実は、た

だひたすら大きなパノラマ写真の如 くでし

た。いこいの水辺の実感は次の楽 しみにし

ておき、体験 しよう。皆さん、お疲れ様で

した.お世話になりました。
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野 J「 : 驚 き

村 田 幸 夫

私 が育 った ところは住 宅街 で、 緑 もそん な に な く、 近 くの川 は いつ もヘ ドロが
浮 いて い て (今 で は工 事 を して、 洪 水 にはな らな い よ うにな ったが・ 。)大 雨 が
降 る とす ぐに氾濫 して しまう よ うな川 で した。 だか ら、 は じめて野 川 を見 た とき
は、 都 内 の住 宅街 に も こんな に緑 が多 くて魚 まで住 め る くらい澄 ん だ水 の川 が あ
る とは思 って も,み ませ ん で した。 ま してやゃ 子 供 が川 の 水辺 で遊 べ る なんて 信 じ
られ な い ことで した。

この野 川 の会 で野川 の源流 か
‐
ら歩 い た とき、 少 しずつ しか 水が 湧 い て こな いか

らなの か ど うか は知 らな い け ど、 上 流 の方 で水 が枯 れ て しま って ぃ る と ころ が あ
り、 本 当 に野 川 の 源流 なのか な ぁ と・い う場 所 もあ りま したが水 が 湧 きで てい る所
は本当に水が澄んでおり飲料水を汲みにくるお じさんがいるほどでした。 ほかに
も、 わさびを栽培 していたり、 水がきれいで餌が豊富でないと棲息できないとい
う蛍の幼虫などまでいるのには驚 きました。 私にとって蛍の幼虫は見たこともな
いものであり、 田舎でも減 りつつあるというのにまさか部内に、 しかも、 今住ん
でいる家のそばにいるとは本当に驚きのなにものでもあ りませんでした。

驚きは良いことばかりではなく少し下流に行くと、 途中何力所か水が濁ってい
るところがあったり、 人が多いせいかよく早るとゴミも落ちて'た りで自分が思っ
ているほど野川の水はきれいではないのかもしれないと思い少しショックを受け

ました。 やは り、 い くら気を付けていても、 人 の多い都会では自然 を守 るとい う
ことはとうてい無理か もしれないが、 この野川 の会でその不可能 をを可能に して
ほ しいと思います。

最後に、 本当 は野川の野草の観察会 だったのだけれど o(野 草の種類 の多さに
も驚いたが)そ れ以外の事での発見も多くあった事を良かったと思ぃます。 そし
て、 野 川 が この ま ま私 の子供 の世 代 に な って_|(決 して、 ヘ ドロが浮 くことの な
い )驚 きの野 j:L 都会 の オア シス で あ ぅて欲 しい と思 い ます。
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ヨ覇Fノ II之男電±蓼t言課署題饉菱ゴロ受〈圭テζ4)ホ理EEヨ署(=)
大西友幸口■口 :目hi T■ m口Ч口腸 ,(大學 2年 府中市 深小 112期生)
.「
やれやれ 前のベージはごちゃごちゃして讀みにくい文章じ

`っ

たが、今度のはちゃ
んとしたヮープロ書きの文章じゃのう。」「ちょっと、さっきのは文章じゃなくて地国で
しょう。『深大寺』の地国。」「どうりで讀めないと思ったわい」「でもあの地回の作者
が日■口 :日h tt T口m■ЧttR:だってことは讀めたでしょう。」「ふむ。そんなの
どこに描いてあるのじゃな。」「左下、記琥説明の上。ちょっと讀みにくいけど。大西友
幸って書いてあるんです。」

さて、前読の會報でお知らせした通り、僕は野川流域を調べています。調査の目的と方
法とは、 1_國分寺から世田谷に至る長くて廣大な野川流域を情報 (統計 。地固など)で
把握する際の枠組 (深大寺・佐須といった地域、水質・下水道といったテーマ)を完成さ
せ、2.その枠組に従って自分獨自の資料 (地固)を作成し、 3.行政匡軍位や固書館な
どでばらばらになっている情報をまとめる ことです。ところが、やはり1年間では済ま
ない作業量であることがこれまでの国書館での資料調査ではっきりしました。ここで、こ
れからの調査進行の豫定を、優先順位を付けながら説明したいと思います。

先ず 1.枠組完成を済ませたいと思います。枠組が決まらないと後の調査がぐらぐらす
るからです。枠組を完成させるためには國分寺から世田谷までの資料を一通り見なくては
なりません。これがかなり時間がかかっています。しかし、調査の中心となる2.地固作
成ができなければどうしようもない (これだけは僕にしかできない)ので、調布周邊の調
査報告は地国が出来次第、多少の付属資料の不備不足があっても報告書を出す豫定です。
資料の補完は今年後半に行いたいと思います。そして、上流の方は地目のみかわずかの資
料のみで報告書を完結したいと思います。 (も しかして地国も描けないかも)
報告書 1類 (早期地日・報告書作成。後、資料補完)
(1)佐須 :橋場橋―おかね橋
(2)深大寺 :榛澤橋一橋場橋
(3)柴崎 :佐須の東、大町の北

報告書 2類 (地国のみ)
(1)野川公園 :箭員舶橋一相曾浦橋
(2)若葉 :入間川
(3)仙川 :調布市の仙川
(4)大澤 :三鷹の野川

おかね橋一高谷橋
入間川・野川合流付近

前原 :小金井の野川中流
貫井 :小金井の野川上流
園分寺 :國分寺の野川
水源 :元町用水、武蔵室公園tど

(4)
(5)

(5)
(6)
(7)
(8)

町

間

大

入

1/5000地国「深大寺」の案内
神代植物公園の中は、みどりの日の無料開放の時に調べました (幸運 !)。 地固蓋面右
半分は、はけの線は二段になっていますが地国ではわかりません。北側は深大寺から西に
延び南側は池上院から西に延びていてt二っが合うところは大澤みはらし見童遊園です。
大澤橋より少し上流で野川に合流する水路 (下畠○之橋がある水路)は、雨の時だけ水が
あります。ずっと逆上ってしヽくと、府中の洩間山の湧水が水源だったそうです。今は調布
飛行場のところまでしか水路は残っておらず、一部に緑道がある程度です。大澤にはもう
ひとつ雨の時だけ流れる「川」=野川第1幹線の排水口があります。
他にも1/5000地 回「野川公園」「佐須あたりの地固」が出来ています。
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用水路の清掃と生き物調査に参加 して

トンポの幼虫 (ヤゴ)

朝、目が覚めてすぐ枕元のカーテンを引っ張った

「 あっ、大丈夫。できる。できる。さら、お弁当つ

くるぞぉ一つ。」

ちょっと危なげな曇り空ではあるけれど、前の晩

(4月 23日 土曜日)の天気予報では、夜半から午

前中いっばいは雨との事だったので、これは上出為

まずは、お天気に感謝。 二人の大人と二人の子供
と二匹の猫の朝食終了。お弁当できた。軍手、持っ

た。タオルとごみ入れのビニール袋も持った。汚れ

てもいい格好…これなら年中OK。 長靴を履いて、

さぁ出発.ワ クワクしながら9時半にちょつと遅れ

て佐須児童館へとたどり着いた。

10時を過ぎる頃から人数も増え、いよいよ用水

路へと向かう。清掃する約 500メ ートルの範囲を

ざっと見ると、浅いとこあり、意外に深いとこあり。

クレソン (大 きく育ってちょっと違って見えるけれ

ど)を見つけて嬉しくなった。水に入ったとき、そ

の冷たさに「 ああ、湧き水なんだなぁ.」 と改めて

感じ入った。

泥をかぶりながら横たわる車やバイクの部品、建

材の破片を脇へと引き上げる。プラスティックの容

器、発泡スチロールの小片、エコマークのついたビ

ニール袋もある。どんなに小さくても、こういつた

ごみは本当に・異物・ 、まったくの場違い。腹が立

つような、情けないような気分になりながら拾い集

めた。ただし、空き缶を拾うときはちょっと楽しみ

で、 ・ザリガニが棲み着いていることがある'のお

言葉どおり、居る、居る。そのしたたかさが、何故

かいじらしく、可愛いかった。果たして居心地はど

うなのかなぁ?

清掃の後は、子供達お待ちかねの生き物調査だ.

小金井市にお住まいで、環境調査の関係のお仕事を

なさっている平井さんという方が、お話 しをしてく

ださった。ご専門は水中のプランクトンというだけ

あって、小さな生き物達へのやさしい心遣いが印象

的だった。 石を持ち上げたら、またそっと元どお

りにしておくこと。水草を踏み付けないようにする

こと。採取ネットの使い方.言葉の端はしに命への

配慮が感じられ、気をつけなくてはと自戒した。人

間、一歩足を踏み出せば、山であろうが、川、海で

アメンポ

田 村 千 思 美

あろうが、そこに棲む多くの命を絶っている。そこ

はもともとその命達の場所なのだから、遊ばせても

らうときには絶対に守らなければならないルールが

ある。ましてやごみを捨てるなんて…。

平井さんが、採取 した生物を説明してくれた。ど

じょう、ほとけどじょう、かわにな、やご、おけら

の仲間、川えびもいた。平井さんによると、川えび

やさわがにといった甲殻類がいる水は、きれいなよ

い水なのだそうだ。水はこべという植物も生えてい

たが、これもこの水のすばらしさを語っているそう

である。とてもうれしいと同時に、微妙なパランス

の上に立つ、これらの生物の未来を思うと何故か胸

が重くもなる。守らなくては….

この辺りで生まれ育った方によると、昔 (と いっ

てもほんの数十年前)は、カニ山の横を清流が通り、

そこで腹ばいになって滑って遊んだのだそうだ。も

ちろん豊富な湧き水にさわがにも群がるようにいて、

カニ山は文字どおりの場所だった。そしてその清流

の周りには緑の水田が広がっていたそうだ。美しい

風景だったろうなぁ―。しばし絶句 .

もうこれ以上・～だった。・ を増やさないため、

出来ることは何でもしようと思う。それにしてもあ

のごみの中で気になるのは、ビニールの袋である。

水にさらされて柔らかくなり、そこにうつすらと藻

や泥がついたさまは、本当に海車のようであった。

死んで陸に打ち寄せられた海がめの多くが、このビ

ニール類を腹に詰まらせているという。もちろん海

草を食するのは海がめだけではないのだから、その

犠牲の大きさは計り知れない。やる瀬ないじゃない

か、どうして人間だけがルールを守れないんだろう。

ちょっと話が遠くに行き過ぎてしまったけれど、 5

00メ ートルの用水路はそれほど多くのことを訴え

かけている。

あの生き物たちの用水路からもらった水で稲が育

ち、実ったお米をいただいて私達の命がつながって

行く。あっちも生きてこっちも生きる。有り難い、

ありがたい。午後の米作りのミーティング前、麦が

いっばい混じったおにぎりを食べながら不思議な思

いに浸っていた。
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トンボと環境
～ トンギ公園 (その3)～
■ (Ⅸ )   (上村 佳孝・高3)

調布付近の多摩川や野川で見られ | らないのです。高知県中村の トンポ
るトンポは、『川の トンボJと いう

・
1王国でも、過剰に繁茂 した植物の除

よりは、大部分は『池の トンポ』で 1去 は、大切な、そして大変な作業と
t" -,Hl; flb,o 1.7fiJ ltE*r I xturtr6J )7Ct"
強く、逆に『川のトンポJや『湿地 |  ひょっとしたら、 r湿地の トンポ」
のトンポ』は繊細なようです6   1 の中には、稲作文化の普及と共に、
幻の トンポになってしまったペッ 1 分布を拡大 してきた種類があるかも
コウトンポをはじめとして、モー ト 1 知れません。水田の トンポの代表、
ンイ トトンポ、キイ トトンポ、ハラ | アキアカネは、日本人の水日の発達
ピロトンボ、ハッチョウトンポなど | と共に、分布を広げたといわれてい

は、「湿地の トンポ』ですが、これ | ることですじ…。では、日本人が水
らの トンポを守ることは難しいこと 1 田を捨てて、その結果、『湿地の ト
です。              | ンポJが減少することは、自然なこ

これらの トンポは、水田や体耕田、| とであり、日本人の罪ではないので

あるいは自然の湿原などに生息 して | しょうか。少なくとも、稲の害虫で
いた種類ですが、水田は農薬汚染の | あったら、だれも保護を叫ばないこ
ために、休耕田は長年放置されると | とでしよう。そうすると、これは昆
湿性遷移のために、湿原も造成や湿 1虫 差別の問題でしょうか。
性遷移のために、彼等の生息地とし |  なにやら倫理的な問題になってし
て、適さなくなりつつあります。  | まいましたが、僕が言いたいのは、
r湿性遷移Jと は、湖や池が、土 |『 湿地の トンポが大変にキレイだ !』
砂の堆積や、それを促す植物の繁茂 | ということです。 トンポのための環
により、次第に浅くなり、湿地を経 1境 を整えるならば、是非生息してほ
由して、草原にまでなってしまうと | しいと思わせる トンポばかりです。
いう、自然の作用の一種です。   Lい

飛 〕こ訓こ鱗毯到蹂劇鷹訓蹂劇ほ劇ほ劇鷹鋼蹂鱗鷹劇RJ鷹劇蹂勲臨潮蹂鉢
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5月 8日 (日 )。 今年 も種モ ミを

まきました。品種はアキタコマチ。

去年まいた品種は、大家さんも勝手

知ったる多摩地方在来のアキニシキ。
:

今年アキタコマチをまくにあたつて

「肥料のやり方もよ―く聞いキいた

方がいいですよ。」とは大家さん。

なるべく丈夫な品種の

とは思いつつも

今年は独力で苗

床づくりから田

ンポを始めてい

ます。 (去年苗

床は大家さんが

畑に準備 してく

れていました。)

田ンボの上もす ぐ踏み固められて

しまいそうな、圧倒的入力に恵まれ

て作業ははかどりました。大家さん

にいわれた、アゼの削りもすぐ済み

ました。 5ケ月眠ったカニ山の落ち

葉による堆肥のパラまきと耕うん、

苗床のまわりの水路掘りもすぐでき

ました。

皆さん、ありがとうございました。

稲作全体からみればまだまだ準備

段階ですが、「苗七分」ということ

わざもあるようです。丈夫な苗が育

つよう、しっかりと見守ってゆきた

いと思います。

去年 1年、稲作を なぞったとはい

え、田ンポ班はシロウ ト.御意見、

御忠告、御指導、御警告、御助力、

……ありとあらゆる建設的御賛同を

お待ち致しております。田ンポ班事

務局でも専門家との交流、地元農家

との交流、他団体 (シロウト耕作団)

との交流等の機会も設けるなど、ど

には「ちゃんと」「 し

っかり」「心ゆ

くまで」そして

「無理せず」

「楽しく」やり

たいと考えてお
・
りますので、よ

ろしく。お願いし

ます。、

[閑話休題]◆大家さん語録。

その 1「ここの水路は昔ばジャブ

ジャプ水が流れていて、 1年中野菜

の水洗いにも使っていたし、甲州街

道までズーっと田ンボでしたよ。」

その2「浄水場でポ:ゃリングをし

てからガタっと衆量踊 考えんです

よ。」     : `:｀
十=

その3(大家さんの奥さん)「私
の実家の方ではくろつけなんてし声
いんですよ。ここらは土がサラサラ

だから (く ろつけをしなきゃいけな

いんです)。 」

畑 (田 ンポ)は農家 (プ由)の

職場だァ !(私の言葉)

∽
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「遊ぶ会」活動メモ (1994年 3月 ～ 5月 )

3月 13日 田んぼの荒起 し (1回目)
機械を使って半年間踏み固められていた地面を耕す。一面に草が生えていた田んぼ

が息を吹き返 した感じになった。

3月 27日 堆肥の切り返し (2回目)
ほとんど臭いも消え、いい肥 しができている。畦の草刈り、これでさっばりした。

4月 10日 野川に春の草花を訪ねて (源流から調布へ)
好天に恵まれ、桐朋学園講師で自然保護に熱意のあふれる平林先生を迎え、大勢の

参加者にとって心満たされた一日となった。四方田祐児君 (3才)をはじめ子供達
も10キ ロの道を最後まで歩き通 した。よく頑張ったなぁ。

4月 23日  荒起し (2回日)
鍬を使い除草も兼ねて行う。農業が草との問いであるとの一面を痛感する。

4月 25日  佐須の用水路の清掃を兼ねた湧水の生き物調査
環境調査会社へお勤めて水辺の生き物が専門の平井さんの指導を受けながら行った。

毎年 1回この時期に行っているもので初めの頃に較べるとゴミの捨て場という感じ
ではなくなってきている。以下にあげたものが観察できました。

(セキショウモ、カヮエビ、rしゲラ、ドジョウ、コヵゲロウ、ミズハコベ、ミタス
ヒメダカ、カヮニナ、カヮゲラ、オニヤンマのヤゴ、アメリカザリガニ)

4月 29日 苗床づくり
苗床の場所を決め、鍬で細かく耕し整地をした。

5月  7日 桧堂、佐須地城の音を知る会
調布市民フォーラムの人達と合流して、音に詳しい地元の方々の参加をえて昔の武

蔵野の面影を残している桧堂、佐須地域を説明を受けながら散策し、農業高校での

昼食会、楽しい 1日でした。

5月  8日  田んぼの種蒔き
アキタコマチの種もみ (田中毛健一さんに分けていただいた)を 5日 に水つけした
ものを種蒔き、苗床への水入れ、畦削り、堆肥をばら蒔き荒起し、子供達も大勢参

加し作業したが、これまでの一連の農作業に参加している大本家、尾辻家、深沢家、
四方田家やその他の子供達は他の子供達が味わえない貴重な経験をしていると思う。

5月 22日 田んぼを借りている竹内さんの畑で草取り
子供達は大きなミミズやクヮガタゃ色々な虫 (残念ながら名前を知らない)を見つ
けて大はじゃぎ。                       (文 責 依田)

[編集後記]

初めて春の草花を訪ねながら野川を散策しました。平林先生に草花の名前を教わると、
とても雑草が身近に感じられます。帰ってから、自宅の前に生えている雑草をじっくりと

観察しました。名前を覚えると不思議と親しみがわいてくるものですね。

「がんばれ都市農業J「会員紹介」はスペースの都合でお休みいたしました。 (四方田)
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